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平
成
十
八
年
七
月
一
日
、
こ
こ
に
新

生
大
崎
市
社
協
が
誕
生
し
、
職
員
総
数

六
百
三
十
余
名
、
事
業
所
数
四
十
九
ケ
所

の
全
国
的
に
も
類
を
見
な
い
、
第
一
種
・

第
二
種
社
会
福
祉
事
業
混
在
の
、
マ
ン
モ

ス
社
協
が
多
く
の
課
題
を
抱
え
船
出
し
た

が
、
社
協
丸
は
果
た
し
て
安
全
航
行
で
き

得
る
か
、
期
待
と
不
安
が
交
錯
す
る
な
か

早
一
年
数
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
様
々
な
諸
問
題
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
、

社
協
の
基
軸
を
な
す
地
域
福
祉
に
関
わ
る

ソ
フ
ト
、介
護
保
険
制
度
等
に
関
わ
る
ハ
ー

ド
両
事
業
に
つ
い
て
は
、
役
職
員
、
特
に

現
場
職
員
の
同
志
的
絆
と
結
合
に
よ
る
努

力
の
甲
斐
あ
っ
て
ほ
ぼ
順
調
に
推
移
し
、

平
成
十
八
年
度
の
社
協
四
十
九
全
事
業
所

の
ト
ー
タ
ル
で
の
経
営
収
支
バ
ラ
ン
ス
は

保
た
れ
ま
し
た
。
こ
の
成
果
は
現
場
事
業

所
の
職
員
の
善
意
（
待
遇
面
）
に
よ
る
証

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
先
行
き
不
透
明
の
社
会
保
障

　

他
方
、
昨
今
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
を

め
ぐ
る
学
者
や
福
祉
評
論
家
、マ
ス
コ
ミ
、

行
政
関
係
者
等
々
の
論
客
が
華
や
か
に
論

議
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容

の
多
く
は
先
行
き
不
透
明
の
話
題
頻
り
で

あ
り
ま
す
。

　

取
り
分
け
社
協
に
関
わ
り
の
深
い
介
護

保
険
制
度
で
は
、
本
制
度
ス
タ
ー
ト
時

に
は
バ
ラ
色
の
制
度
と
し
て
画
期
的
と

持
て
は
や
さ
れ
、
個
人
の
尊
厳
、
利
用
者

の
選
択
権
に
よ
る
互
い
の
契
約
行
為
の
も

と
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
い
う
、
新
た
な

手
法
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
今
次
の
制
度
改
正
は
三
位
一
体
改

革
の
名
の
も
と
で
の
予
算
縮
小
の
煽
り
か

ら
、
年
々
の
介
護
報
酬
引
き
下
げ
、
在
宅

介
護
の
根
幹
を
な
す
訪
問
介
護
等
の
改
正

で
は
時
間
制
限
に
よ
る
利
用
者
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、
加
え
て
新
予
防
給
付
の
創
設
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
要
介
護
者
が
介
護
認
定

の
見
直
し
に
よ
り
軽
度
化
扱
い
の
要
支
援

に
な
る
等
、
末
端
事
業
体
に
お
い
て
は
契

約
行
為
の
説
明
責
任
上
混
迷
極
ま
り
な
い

状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
改
正
は

前
述
の
と
お
り
、
予
算
縮
小
の
煽
り
か
ら

の
改
正
が
色
濃
く
、
苦
肉
の
策
が
介
護
予

防
、
筋
ト
レ
等
の
施
策
と
今
更
な
が
ら
の

感
を
強
く
し
て
お
り
ま
す
。

□
求
め
ら
れ
る
介
護
予
防
策
の
充
実

　

ま
た
、
こ
の
制
度
発
足
時
、
介
護
予
防

策
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
、
こ
と
あ
る

ご
と
に
訴
え
て
き
た
一
人
と
し
て
、
こ
と

更
に
思
い
を
深
く
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
厚
生
労
働
省
の
利
用
者
人
数
の

将
来
予
測
が
的
確
に
把
握
出
来
な
か
っ
た

こ
と
が
今
回
の
改
正
要
因
の
一
つ
だ
と
、

勝
手
な
が
ら
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。 

　

こ
う
し
た
状
況
で
は
、
こ
の
制
度
の
崇

高
な
理
念
と
さ
れ
て
い
る
個
人
の
尊
厳

云
々
は
色
あ
せ
た
理
念
と
し
か
写
ら
ず
、

法
の
精
神
が
高
齢
者
に
未
来
永
劫
に
光
輝

く
手
立
て
を
一
日
も
早
く
講
ず
る
こ
と
が

肝
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

制
度
改
正
は
現
場
の
事
業
者
、
利
用
者
双

方
を
無
視
し
、
現
場
を
如
何
に
混
乱
さ
せ

て
い
る
か
を
関
係
筋
は
充
分
見
極
め
、
是

正
方
に
つ
い
て
第
二
の
コ
ム
ス
ン
を
出
さ

せ
な
い
た
め
に
も
早
急
な
対
応
を
望
む
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

□
独
自
性
あ
る
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
へ

　

現
下
の
福
祉
、
と
り
わ
け
社
協
を
取
り

ま
く
情
勢
は
大
変
厳
し
い
こ
と
を
充
分
認

識
し
、
合
併
間
も
な
い
本
市
社
協
と
し
て

即
展
望
を
明
示
す
る
に
つ
い
て
は
、
か
な

り
至
難
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
社

協
が
目
下
準
備
を
進
め
て
い
る
地
域
福
祉

活
動
計
画
の
中
で
将
来
展
望
を
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。な
お
、

こ
れ
ま
で
の
社
協
の
地
域
福
祉
活
動
計
画

は
と
も
す
る
と
、
地
域
福
祉
と
言
う
、
耳

障
り
は
い
い
が
焦
点
の
ぼ
け
た
用
語
に
惑

わ
さ
れ
且
つ
上
部
機
関
か
ら
の
指
示
あ
る

い
は
、補
助
事
業
に
付
随
し
た
計
画
で
あ
り
、

地
域
社
会
に
認
知
さ
れ
た
計
画
と
は
言
い

が
た
く
、
従
っ
て
今
次
の
計
画
は
、
行
政

計
画
と
整
合
は
図
る
も
の
の
、
極
力
独
自

性
を
追
及
し
地
域
住
民
に
歓
迎
さ
れ
る
計

画
と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

従
来
の
社
会
福
祉
事
業
法
に
よ
る
法
規
制

で
は
適
わ
な
か
っ
た
各
種
事
業
の
今
後
に

つ
い
て
は
、
限
り
な
く
事
業
型
社
協
に
ふ
さ

わ
し
い
事
業
の
展
開
を
は
か
り
、
こ
の
種
の

事
業
計
画
は
地
域
福
祉
活
動
計
画
と
整
合

を
図
り
つ
つ
別
立
て
の
将
来
事
業
計
画
を

樹
立
す
る
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

□
予
断
許
さ
な
い
大
合
併
後
の
福
祉
環
境

　

こ
の
稿
前
段
に
、
さ
ま
ざ
ま
に
介
護
保

険
制
度
に
つ
い
て
指
摘
し
ま
し
た
が
、
筆

者
二
○
○
○
年
七
月
号
旧
古
川
市
社
協
だ

よ
り
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
介
護
保
険
」
連
載

中
の
末
尾
で
、
社
協
に
と
っ
て
は
こ
の
保

険
事
業
は
、
社
協
の
長
年
の
悲
願
で
も

あ
っ
た
行
政
依
存
体
質
か
ら
の
脱
却
と
併

せ
、
社
協
が
自
立
（
自
主
財
源
確
保
策
も

含
む
）
出
来
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
地
域

福
祉
の
推
進
役
と
し
て
勇
猛
果
敢
に
業
務

に
取
り
組
む
こ
と
を
声
高
ら
か
に
宣
言
、

願
わ
く
は
本
制
度
が
社
協
に
と
っ
て
栄
光

へ
の
脱
出
と
な
れ
ば
幸
い
と
結
ん
で
お
り

ま
す
。

　

そ
の
後
の
旧
古
川
市
社
協
合
併
前
の
足

取
り
【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
五
事
業

所
・
短
期
入
所
生
活
介
護
施
設
「
楽
々
楽

館
」・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ふ

れ
あ
い
広
場
（
知
的
障
害
者
通
所
援
護
施

設
）
設
置
開
設
等
】
は
、
概
ね
宣
言
ど
お

り
の
成
果
は
得
た
も
の
の
、
昨
今
の
福
祉

を
取
り
巻
く
環
境
即
ち
年
々
の
更
な
る
予

算
縮
小
加
え
て
、
民
間
企
業
参
入
論
、
耳

慣
れ
な
い
言
葉
の
イ
コ
ー
ル
・
フ
ッ
テ
ィ

ン
グ
論
（
競
争
条
件
の
均
一
化
）
の
台
頭

等
、
平
成
の
大
合
併
後
の
取
り
組
み
は
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
最
近

に
な
っ
て
厚
生
労
働
省
、
社
会
福
祉
法
人

業
界
等
は
規
模
の
拡
大
と
多
角
経
営
と
や

ら
を
提
唱
し
て
い
る
が
、
背
景
に
は
こ
れ

ま
で
の
護
送
船
団
方
式
を
改
め
、
実
績
の

あ
る
法
人
は
育
成
助
長
す
る
が
運
営
上
適

性
を
か
く
法
人
は
退
出
さ
せ
る
施
策
を
打

ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
様
で
あ
り
ま
す
。

□
財
務
基
盤
の
確
立
と
公
益
的
貢
献

　

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
か
ら
の
社
協
経
営

は
、
民
間
事
業
者
と
伍
し
て
競
争
出
来
え

る
基
盤
の
確
立
は
急
を
要
す
る
課
題
で
あ

り
、
従
前
に
も
ま
し
て
多
角
的
経
営
を
試

み
、
場
合
に
よ
っ
て
は
法
で
許
さ
れ
る
範

囲
で
の
収
益
事
業
に
も
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
財
務
基
盤
の
確
立
に
努
め
る
こ
と
と

し
た
い
。
ま
た
、
当
社
協
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
内
容
は
介
護
保
険
に
特
化
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
益
々
そ
の

重
要
性
を
増
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
障
害
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
く
事
業
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
計
画
的
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
我
が
大
崎
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
社
会
的
使

命
を
よ
り
認
識
し
、
経
営
効
率
を
高
め
、

地
域
住
民
の
生
活
の
支
援
者
た
る
を
旨
と

し
、
社
協
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
内
外
に

誇
れ
る
社
協
づ
く
り
に
懸
命
の
努
力
を
傾

注
し
、
地
域
住
民
の
目
に
見
え
る
よ
う
な

公
益
的
貢
献
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

大
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

現
状
と
今
後
の
展
望

社
会
福
祉
法
人 

大
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

常
務
理
事
兼
事
務
局
長　

菅 

股　

彰 

信

■日　時：平成19年11月14日㈬
　　　　　午前９時受付・10時開会
■場　所：大崎市民会館
■内　容：
　第１部／式　典
　　　　　社会福祉功労団体個人への
　　　　　感謝状の贈呈
　第２部／ふれあいステージショー

昨年のシルバー
フェスティバルの様子

シルバーフェスティバル
開催のお知らせ

　社会福祉協議会は、“だれもが安心して暮らすことので
きる地域社会”を目指し、様々な地域福祉問題について、
市民の皆様や各種団体のご理解とご協力を得て、事業
の企画実施を行っている民間福祉団体です。
　社協は、地域住民の皆様と共に、地域福祉、高齢者
福祉、障害福祉、ボランティア活動事業等の推進に取り
組んでおりますが、より一層充実した住民主体の福祉

サービス推進に努めて参りたいと存じますので、何卒皆
様のご理解、ご協力を賜り、社協会員にご加入下さいま
すようお願い申し上げます。

社協特別会員・賛助会員・団体会員加入のお願い

社会福祉協議会は、皆様の会費で支えられています。
ご加入の申し出につきましては、社協各支所へお問い
合わせ下さいますよう、お願い致します。

市民のみなさまへ


